
あおなみ線名古屋競馬場前駅に近接する名古屋競馬場（敷地面積 約 ）をこの構想の計画予定地
（以下「計画予定地」という。）とします。計画予定地は、名古屋市域の南西部に位置し、玄関口である名古
屋駅からは約 の距離にあり、昭和 （ ）年以降、名古屋競馬場として利用されてきました。周辺に
は、中川運河を中心に集積したものづくり産業と住宅地が混在しています。

図 ：計画予定地周辺の概況

所在地 名古屋市港区泰明町 － （名古屋競馬場）

敷地面積 約

都市計画

用途地域 第二種住居地域、第一種住居地域（約 ）

容積率

建蔽率

その他 準防火地域、 高度地区、緑化地域

その他の制限
◼臨海部防災区域（第 種区域）
◼都市機能誘導区域内、居住誘導区域内
◼津波災害警戒区域

現状と課題の整理

計画予定地の概要
計画予定地の位置

あおなみ線名古屋競⾺場前駅に近接する名古屋競⾺場（敷地面積 約20.7ha）をこの構想の計画予定地
（以下「計画予定地」という。）とします。計画予定地は、名古屋市域の南⻄部に位置し、玄関口である名古
屋駅からは約7kmの距離にあり、昭和24（1949）年以降、名古屋競⾺場として利⽤されてきました。周辺に
は、中川運河を中心に集積したものづくり産業と住宅地が混在しています。

図3：計画予定地周辺の概況
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所在地 名古屋市港区泰明町1－1（名古屋競⾺場）

敷地面積 約20.7ha

都市計画

⽤途地域 第二種住居地域、第一種住居地域（約0.2ha）

容積率 200%

建蔽率 60%

その他 準防火地域、31m⾼度地区、緑化地域

その他の制限
臨海部防災区域（第3種区域）
都市機能誘導区域内、居住誘導区域内
津波災害警戒区域

現状と課題の整理2

計画予定地の概要1
計画予定地の位置1



現状と課題の整理

交通網・周辺環境

◼ 道路
計画予定地東側は、国際拠点港湾である名古屋港の物流を支える市道名古屋環状線、北側は名古屋市南

部の東西軸を担う市道東海橋線（東海通）が通っています。環状線の 時間交通量は 台（平
日）、東海通の 時間交通量は 台（平日）と非常に多くなっており、両路線が交差する競馬場前交
差点は主な渋滞箇所になっています。
※出典：平成 年度道路交通センサス「一般交通量調査」

◼ 鉄道
計画予定地直近には、名古屋駅と金城ふ頭駅を結ぶあおなみ線名古屋競馬場前駅が徒歩 分（約

）の位置にあります。同駅の乗車人員は年間 千人（日換算 人）であり、増加傾向にあり
ます。また、名古屋競馬場前駅から名古屋駅までは所要時間 分（約 ）でラッシュ時は毎時 分間隔、
昼間は毎時 分間隔で運行されています。
※出典：平成 年度、平成 年度名古屋市統計年鑑

◼ バス
最寄りの市バスのバス停は、東海通沿いに「名古屋競馬場前駅」、「競馬場正門」、「競馬場」の 箇所ありま

す。運行系統は、地下鉄名港線東海通駅や名鉄神宮前駅に接続する幹線路線のほか、港区西部と地下鉄名
港線「東海通駅」などを結ぶ路線が、「名古屋競馬場前駅」、「競馬場正門」は 路線、「競馬場」は 路線ありま
す。

◼ その他（計画予定地周辺及びあおなみ線沿線の主なプロジェクト）
近年、計画予定地周辺及びあおなみ線沿線では、各種プロジェクトが進行し、更なる発展が期待されていま

す。
⚫ 年 レゴランド開業、ささしまライブまちびらき

⚫ 年 中川運河における水上交通定期運航・モニタリング調査（愛称：クルーズ名古屋

中川運河ライン）の開始

⚫ 年 ららぽーと名古屋みなとアクルス開業

⚫ 年 ポートメッセなごや移転拡張（新第 展示館供用開始予定）

⚫ 年 リニア中央新幹線（品川―名古屋間）開通予定




